
（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

　第
九
十
六
巻

　
　第
十
号

　
　第
一
一
三
七
号

昭
和
四
年
三
月
十
五
日

　
（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
十
月
一
日

　印
刷
納
本

令
和
五
年
十
月
五
日

　発

　
　行

書
　
壇

　（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

　第
九
十
六
巻

　
　第
十
号

　
　第
一
一
三
七
号

　
　定
価

　八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

昭
和
四
年
三
月
十
五
日

　
（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
十
月
一
日

　印
刷
納
本

令
和
五
年
十
月
五
日

　発

　
　行

十
月
号

令
和
五
年（
2
0
2
３
年
）

書
　
壇

　（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

　第
九
十
六
巻

　
　第
十
号

　
　第
一
一
三
七
号

　
　定
価

　八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

昭
和
四
年
三
月
十
五
日

　
（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
十
月
一
日

　印
刷
納
本

令
和
五
年
十
月
五
日

　発

　
　行

（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

　第
九
十
六
巻

　
　第
十
号

　
　第
一
一
三
七
号

昭
和
四
年
三
月
十
五
日

　
（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
十
月
一
日

　印
刷
納
本

令
和
五
年
十
月
五
日

　発

　
　行

吉
田
苞
竹
創
刊

令
和
五
年（
2
0
2
３
年
）

十
月
号

公益財団法人書壇院は、書道の研究、教育及び普及に関する事業を行い、書道芸術の高揚と精神の修養、人格の陶冶を図ることを目的としています。公益財団法人書壇院は、書道の研究、教育及び普及に関する事業を行い、書道芸術の高揚と精神の修養、人格の陶冶を図ることを目的としています。

公益財団法人公益財団法人

書 壇 院書 壇 院

①

大お
お

野の

篁こ
う

軒け
ん

（
一
九
二
六
―
二
〇
〇
六
）

名
は
泰
男
。
大
正
一
五
年
三
月
、
埼
玉
県
入
間
郡

東
吾
野
村
（
現
飯
能
市
）
の
旧
家
に
生
ま
れ
る
。
字

を
伯
斗
、
篁
軒
と
号
す
。
別
号
に
泰
山
、
鷹
巢
盦
。

昭
和
二
〇
年
一
九
歳
で
近
藤
秋
篁
に
師
事
。
篁
軒
は

古
武
士
の
ご
と
く
重
厚
沈
着
公
平
無
私
の
秋
篁
に
接

し
、
一
生
を
通
じ
て
そ
の
全
人
間
を
師
と
仰
い
だ
。

昭
和
二
六
年
第
一
八
回
書
壇
院
展
で
特
別
賞
を
受
賞

し
、
審
査
員
に
推
挙
さ
れ
る
。
二
五
歳
と
い
う
若
さ

で
あ
っ
た
。
同
年
日
展
に
初
入
選
す
る
。
二
七
歳
で

書
道
研
究
東
香
会
発
足
、
の
ち
東
香
書
展
開
催
、
以

後
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

篁
軒
五
〇
歳
の
時
、
現
在
全
国
で
も
っ
と
も
注
目

さ
れ
る
埼
玉
三
十
人
展
創
設
に
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
。
第
五
七
回
毎
日
書
道
展
に
於
い
て
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
の
「
無
門
關
一
節
」
は
、
篁
軒
の
好
ん

だ
漢
代
の
自
由
奔
放
で
素
朴
な
摩
崖
碑
の
隷
書
、
渾

朴
で
雄
勁
な
書
の
世
界
を
展
開
し
た
。
七
九
歳
の
時

で
あ
る
。
篁
軒
は
丈
夫
な
身
体
と
健
康
な
精
神
の
持

ち
主
で
あ
る
。
請
わ
れ
る
と
財
団
法
人
書
壇
院
会
長
、

全
日
本
書
道
連
盟
理
事
、
埼
玉
県
書
道
人
連
盟
会
長
、

毎
日
書
道
会
理
事
等
の
重
責
に
就
い
た
が
、
任
を
充

分
に
果
た
す
と
ス
ッ
と
退
い
た
。
常
に
公
平
で
正
論

を
述
べ
多
く
の
人
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。
特
に

人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
で
回
り
の
者
を
引
き
つ
け
た
。

平
成
一
八
年
八
月
、
東
香
書
展
に
書
譜
語
「
留
心

翰
墨
」
の
書
を
残
し
九
月
永
眠
。
二
年
後
門
人
達
で

開
催
し
た
遺
墨
展
「
敦
朴
の
書
　
大
野
篁
軒
」
は
書

道
界
の
話
題
と
な
っ
た
。

門
人
は
、
柳
澤
朱
篁
、
町
田
玄
洞
、
水
野
澄

篁
、
長
澤
幽
篁
、
市
野
素
篁
、
町
田
雨
篁
、
平
岡
玲

篁
、
加
藤
玲
香
、
品
田
彩
雨
、
細
田
秋
僊
、
松
下
�

苑
、
宮
下
翠
逕
、
西
村
軒
雨
、
山
村
爽
翠
、
大
坂
素

秋
、
根
本
爽
穂
他
多
数
。�

（
中
井
言
玉
）

書 

画 

の 

鑑 

賞 

（
書
壇
院
収
蔵
品
）

95

書
壇
院
を
彩
っ
た
先
師
た
ち
（
一
九
）

　
大
野
篁
軒
書
幅

本
紙
サ
イ
ズ  131.5×

30㎝

雲
無
心
以
出
岫

掬
水
月
在
手
　
弄
�
香
満
衣
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定
価
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

　令
和
五
年
十
月
一
日
印
刷

　令
和
五
年
十
月
五
日
発
行

書

　壇

　第
九
十
六
巻

　第
十
号

発
行
所 

公
益
財
団
法
人 

書
壇
院

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五̶

五̶

一̶

一
〇
一

印
刷
所 

日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四̶

四
一̶

二
四

 

　
　
　東
池
袋
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101　TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702
ホームページ https://shodan-in.jp/

発
行
人 

横

　山

　菁

　絢

事務取り扱い時間　午前9時半より午後5時まで
̶日曜・月曜（月曜が祝・休日の場合火曜も）・
　　　　　祝・休日及び年末年始はお休みです̶

◎東京メトロ	「神谷町」（日比谷線）	 徒歩5分
	 「六本木一丁目」（南北線）	 徒歩8分

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

書
壇
院
案
内
図

　
会
期
・
時
間
・
会
場
は
一
般
部
に
同
じ
（
20
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
細
　
則

▽
出
品
者　

十
九
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
種　

別　

Ａ
漢
字　

Ｂ
か
な　

Ｃ
南
画　

Ｄ
日
本
文

　
　
　
　
　

※
Ａ
〜
Ｄ
の
各
部
門
一
点
ず
つ
出
品
で
き
る
。

▽
体　

裁　

幅
仕
立
て
本
表
装
（
軸
装
）

　
　
　
　
　

※
書
壇
院
に
て
一
括
し
て
表
装
店
に
依
頼
す
る
。

　
　
　
　
　

※
表
装
の
色
、
柄
等
の
指
定
は
で
き
な
い
。

▽
寸　

法　

①
小
画
仙
半
切
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
134.5
〜
135.5
㎝
）

　
　
　
　
　

②
半
切
２
／
３
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
89.5
〜
90.5
㎝
）

　
　
　
　
　

③
半
切
１
／
３
横
（
用
紙
の
寸
法　

横
44.0
〜
45.0
㎝　

縦
34.0
〜
35.0
㎝
）

　
　
　
　
　

※
表
装
の
都
合
に
よ
り
用
紙
の
大
き
さ
は
必
ず
右
記
の
寸
法
に
お
さ
め
る
こ
と
。

▽
出
品
料　

一
六
、〇
〇
〇
円
（
表
装
料
を
含
む
）		

※
作
品
提
出
時
に
同
封
の
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
」（
東
京
〇
〇
一
九
〇
―
九
―

九
一
二
一　

書
壇
院
展
半
切
部
）
で
納
入
の
こ
と
。

	

お
納
め
い
た
だ
い
た
出
品
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

	

【
九
月
二
十
二
日
（
金
）
厳
守
】

▽
出
品
票　

出
品
作
品
に
は
所
定
の
出
品
票
を
添
え
る
こ
と
。

▽
出
品
締
切　

九
月
二
十
二
日
（
金
）
必
着
で
書
壇
院
へ
送
付
の
こ
と
。（
裏
打
ち
や
表
装
を
し
な
い
こ
と
）

▽
搬　

出　

会
期
終
了
後
表
装
店
よ
り
返
送
す
る
。

▽
そ
の
他　

出
品
物
は
本
院
に
お
い
て
努
め
て
保
護
す
る
が
、
不
可
抗
力
の
災
害
に
対
し
て
は
そ
の
責
を

負
わ
な
い
。

　
鑑
別
・
審
査
・
陳
列
・
褒
賞

▽
陳　

列　

鑑
別
に
よ
り
入
選
し
た
も
の
を
陳
列
す
る
（
陳
列
に
関
す
る
異
議
申
立
て
は
認
め
な
い
）。

▽
褒　

賞　

審
査
の
結
果
優
秀
な
作
品
に
は
特
賞
、
優
作
賞
、
佳
作
賞
を
授
与
す
る
。

▽
特
賞
を
三
回
受
賞
し
た
者
は
、
半
切
部
会
友
と
な
る
。

▽
授
賞
式
は
東
京
都
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
行
う
予
定
（
決
定
次
第
受
賞
者
本
人
に
連
絡
す
る
）。

▽
入
賞
は
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
会
場
（
東
京
都
美
術
館
）
に
お
い
て
発
表
す
る
。

▽
入
賞
者
氏
名
は
『
書
壇
』
誌
上
に
発
表
す
る
。

　
第
九
十
回
記
念
　
書
壇
院
展
　
半
切
部
公
募
要
項

（
漢
字
臨
書
規
定
＝
８
頁
）

半
切
=
靈
跡
よ
り
之
作
ま
で
（
二
十
字
）

半
紙
=
必
表
光
大
之
迹
（
六
字
）

課 

題

古

典

研

究

魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記
―
龍
門
二
十
品
―

（
二
玄
社
　
中
国
法
書
選
⑳
P.36
）

夫
　
靈
　
跡
　
誕
　
遘
︒
必
　
表
　
光
　
大
　
之
　
迹
︒
玄
　
功
　
旣
　
敷
︒
亦
　
標樹
　
希
　

世
　
之
　
作
︒
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1

表
紙
＝
書
壇
院
蔵　

論
経
書
詩

題
字　

集
鄭
道
昭
書

古
典
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
表
2

巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

片　

野　

錦　

秋
… 

1 

同
人
参
考
手
本
… 

品　

田　

彩　

雨
・
星　

野　

静　

代
… 

2

 

保　

山
・
紫　

𣴑
・
春　

洸
・
侗　

子 　
　

 

長　

澤　

幽　

篁
・
藤　

原　

豊　

道 　
　

競

書

課

題

漢
字
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

横　

山　

菁　

絢
… 

5

か
な
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

佐　

藤　

節　

子
… 

6

南
画
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
久
保　

楓　

紅
… 

7

漢
字
臨
書
規
定
…
鈴　

木　

青　

雨
・
近　

藤　

香　

照
… 

8

か
な
臨
書
規
定
…
星　

野　

静　

代
・
川　

井　

眞
由
美
… 

9

日
本
文
…
…
…

小　

林　

尗　

瑛
・
丸　

川　

瑞　

江
… 

10

篆
刻
入
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

益　

滿　

丁　

盦
… 

11

唐
詩
案
内
㊼
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

『
書
道
讀
本
』…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

毎
日
書
道
展
入
賞
者
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

第
十
五
回
日
本
文
の
書
展
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

第
九
十
回
記
念
書
壇
院
展
公
募
要
項
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

第
一
三
二
回
審
査
会
員
遊
苑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

第
一
一
三
七
回
選
書

　

写
真
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37  

十
一
月
五
日
締
切
課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

書
壇
院
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

バ
ー
コ
ー
ド
券
申
込
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
54

応
募
規
定
・
競
書
出
品
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

書
画
の
鑑
賞
…
…
…
…
…
…
…
…

中　

井　

言　

玉
… 

表
４

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
た
事
が
四
年
ぶ
り
に
次
々
と
復
活
し
ま
し
た
。
お
祭
り

も
花
火
大
会
も
観
光
地
も
ど
こ
へ
行
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
四
季
折
々
に
花
々
は
変
わ
り
な
く
咲
き
、
自
然
は
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
分
の
た
め
の
時
間
、
趣
味
を
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
の
頃
か
ら
馴
染
ん

で
き
た
書
道
を
軽
い
気
持
で
二
十
代
後
半
か
ら
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
知
る
事
の
連
続

で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
、
自
分
な
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

長
い
間
、
書
道
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
一
年
中
、
展
覧
会
等
に
追
わ
れ
、
時
に
は
そ

の
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
程
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
人
達
が
協
力
し
て
研
究

会
を
し
、
開
催
の
準
備
を
し
ま
す
。
仲
間
や
、
今
は
亡
き
先
輩
方
か
ら
様
々
の
事
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
作
品
制
作
は
、
体
は
疲
れ
て
も
心
が
癒
さ
れ
、
充
実
感
が
あ
り
、
幸

せ
さ
え
感
じ
て
き
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
の
中
で
よ
り
良
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
変
わ
ら
な
い
努
力
が
大
切
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
き
の
う
と
同
じ
今
日
が
来
る

こ
と
を
念
じ
な
が
ら
、
明
日
も
続
く
尊
さ
を
考
え
て
い
ま
す
。
気
が
置
け
な
い
友
人
と

の
会
話
、
そ
れ
も
か
け
が
え
の
な
い
日
常
で
す
。
平
和
で
何
で
も
な
い
一
日
が
、
ど
れ

ほ
ど
大
切
で
、
心
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
改
め
て
思
い
ま
す
。

異
常
な
暑
さ
で
あ
っ
た
今
年
の
夏
の
終
わ
り
に
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
の
大
切
さ
、
有

難
さ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 変

わ
ら
な
い
こ
と

片か
た

　
野の

　
錦き
ん

　
秋し
ゅ
う

令
和
五
年
　
書
　
壇
　
十
月
号
　
目
次

01巻頭言目次_23_10.indd   101巻頭言目次_23_10.indd   1 2023/08/25   12:46:232023/08/25   12:46:23
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半切（135 × 35）

　
星
野
静
代
書

─
河
合
曽
良
の
句
─　

　
　
　終夜
も
須
可
ら夜

　
秋
風可

せ

き聞

く久

や
　
裏
の乃

山
　
　（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

─
杜
甫
詩
─
　

　
品
田
彩
雨
書

　
　

	
	

	
ノ	

ア
リ	

	
	

	
	

ル	
	

ギ
テ	

	
	

チ	
	

リ
テ	

	
	

シ	
	

フ	

ク

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　

レ	
	

二	
	

一

	

ニ　
　

ヘ
タ
リ　

ス
ル
ニ	

	
ヲ	

　
　

ナ
ル
コ
ト	

レ
バ	

キ	

ク
ノ	

	

モ	

シ	
	

ス

	
	

　

レ	

二	
	

一	
	

	

　

レ	

　

レ	
	

	
	

二	
	

一

胡
　
馬
　
大
　
宛
　
名
。
鋒
　
稜
　
痩
　
骨
　
成
。
竹
　
批
　
雙
　
耳
　
峻
。
風
　
入
　
四
　
蹄
　
輕
。
所
　
向
　
無
　
空
　
濶
。

眞
　
堪
　
託
　
死
　
生
。
驍
　
騰
　
有
　
如
　
此
。
萬
　
里
　
可
　
横
　
行
。
　
　（
中
国
詩
人
選
集
）

02同人参考手本_23_10.indd   202同人参考手本_23_10.indd   2 2023/08/25   12:47:022023/08/25   12:47:02
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半　紙

	
	

	
	

ク	
	

シ	

ヲ	
	

ニ	
	

ル	

ニ

	
	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ

夜
　
深
　
風
　
弄
　
竹
。
人
　
靜
　
⺼
　
當
　
樓
。

小　川　紫　𣴑　書

楊
中
訥
句

船　山　春　洸　書

曹
學
佺
句

　
　	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

シ

淸
　
秋
　
竹
　
露
　
深
。

平　井　侗　子　書

北
原
白
秋
の
歌

　
　

秋あ
支

ふ
か可

む
　
夕
日
明阿

閑

り利

や
　
枯
山
竹
に尓

　
雀春

ゝ
め

羽は

ばゝ
た
く
　

こ
の
閑之

川

け介

さ
を遠

渡　邉　保　山　書

白
樂
天
句

	
	

	
	

	
	

	
	

ヒ
デ	

	

ヲ	

シ
テ	

ク	

ヲ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
　
レ	

	
	

　
レ

仰
　
觀
　
山
　
俯
　
聽
　
泉
。

03_同人参考手本_23_10.indd   303_同人参考手本_23_10.indd   3 2023/08/25   12:47:242023/08/25   12:47:24



4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用ください─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
藤
原
豊
道
書�

─
白
楽
天
詩
─

　	

シ	

レ	
	

ノ	
	

テ	

シ	
	

ス
ル	

ヲ	
	

	

シ
ク	

	

ニ	
	

	

ス	
	

ニ

　	
	

	
	

	
	

	

　
レ	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一

	

ヘ	

ク
ニ	

ヲ	
	

	

シ	

フ	

ヲ	

ラ	

ヅ	
	

ノ	
	

　
　
　
ブ
ル
ヲ	

	

ノ	

ヲ

	

　
レ	

　
レ	

	
	

	

　
レ	

　
レ	

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

	

一

好
　
是
　
淸
　
涼
　
地
。
都
　
無
　
繫
─

絆
　
身
。
晚
　
晴
　
宜
　
野
　
寺
。
秋
　
景
　
屬
　
閒
　
人
。
淨
　
石
　

堪
　
旉
　
座
。
寒
　
泉
　
可
　
濯
　
巾
。
自
　
慙
　
容
　
鬢
　
上
。
猶
　
帶
　
郡
　
庭
　
塵
。
　（
白
楽
天
全
詩
集
）

用
紙
　
紅
星
牌
　
棉
料
単
宣

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
三
号

　
長
澤
幽
篁
書�

─
陸
機
句
─

　	
ハ	

ク	

キ	
	

	

ニ	

ハ	

ク	

ブ	
	

	

ニ

　		
	

二	
	

	

一	
	

	

二	
	

	

一

猿
　
長
　
嘯
う
そ
ぶ

　
于
　
林
　
杪
び
ょ
う

。
鳥
　
高
　
飛
　
于
　
雲
　
端
。
　
　（
新
修
墨
場
必
携
）用

紙
　
中
国
画
仙

筆
　
　
和
筆
　
中
鋒
一
号

04同人参考作例_23_10.indd   404同人参考作例_23_10.indd   4 2023/08/25   12:47:472023/08/25   12:47:47



5

雨
─
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

過
─
シ
ン
ニ
ョ
ウ
を
書
く
時
の
抑
揚
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暁
─
扁
と
傍
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

開
─
モ
ン
ガ
マ
エ
の
書
き
順
を
正
し
く
。

簾
─
横
画
を
細
く
書
い
て
全
体
が
大
き
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
五
日
締
切
（
行
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
52
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

雨
過
曉
開
簾
─
高
啓
─

（
雨
過
ぎ
て
暁
に
簾
を
開
く
）

雨
が
通
り
過
ぎ
明
け
方
に
は
す
だ
れ
を
開
い
た
。

上
位
・
準
上
位
課
題

金
天
方
肅
殺 半

紙
縦
書

送
別
崔
著
作
東
征

陳
子
昻

崔さ
い

著ち
ょ

作さ
く

が
東と
う

征せ
い

す
る

を
送そ
う

別べ
つ

す�
陳ち
ん

子す

昻ご
う

金
天
方
肅
殺

金き
ん

天て
ん

方ま
さ

に
粛
し
ゅ
く

殺さ
つ

白
露
始
專
征

白は
く

露ろ

始は
じ

め
て
專せ
ん

征せ
い

す

王
師
非
樂
戰

王わ
う

師し

戰た
た
か
ひを

樂た
の
しむ

に
非あ
ら

ず

之
子
愼
佳
兵

之こ
の

子こ

兵へ
い

を
佳こ
の

む
こ
と
を

愼つ
つ
し

め

海
氣
侵
南
部

海か
い

氣き

南な
ん

部ぶ

を
侵を
か

し

邉
風
埽
北
平

邊へ
ん

風ふ
う

北ほ
く

平へ
い

を
埽は
ら

ふ

莫
賣
盧
龍
塞

盧ろ

龍り
ょ
うの
塞さ
い

を
賣う

り

歸
邀
麟
閣
名

歸か
へ
つ
て
麟り
ん

閣か
く
の
名な

を
邀も
と

む
る
こ
と
莫な

か
れ

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
横よ
こ

山や
ま

菁せ
い

絢け
ん

書

05漢字規程_23_10.indd   505漢字規程_23_10.indd   5 2023/08/25   12:48:152023/08/25   12:48:15



6

極
位
・
準
極
位
課
題

冴さ

え
わ
た
る　

光
を
霜し
も

に　

ま

が
へ
て
や　

月
に
う
つ
ろ
ふ　

白し
ら

菊ぎ
く

の
花

（
藤
原
家
隆
）

妙
位
〜
６
位
課
題

十（
か
み
な
づ
き
）
月　

し
ぐ
れ
に耳

あ
へ部

る　

黄毛
美

葉ぢ
者

の　

吹布

か
ば八

散
り
な奈

む無　

風

の能

ま万

に尓

ま〳
に〵

（
大
伴
池
主
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

佐さ

藤と
う

節せ
つ

子こ

書

　

文
字
や
散
ら
し
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

半
紙
縦
書

十
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

52
頁
参
照

06かな規定_23_10.indd   606かな規定_23_10.indd   6 2023/08/25   12:48:372023/08/25   12:48:37
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本
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
書
壇
誌
に
掲
載
さ
れ
た
大
久
保
楓
紅
先
生
（
一
九
一
九

～
二
〇
〇
二
）
の
作
品
を
参
考
手
本
と
し
て
転
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
蘭
、
竹
、
石
、
と
組
合
わ
せ
て
見
ま
し
た
。
今
ま
で
の
復
習

の
つ
も
り
で
思
い
出
し
て
工
夫
し
な
が
ら
形
良
く
紙
面
に
入
れ
て
下
さ

い
。簡

単
に
順
序
を
申
し
ま
す
。
先
ず
蘭
を
画
面
の
右
手
前
に
や
や
斜
め

に
描
き
ま
す
。
次
に
蘭
の
後
に
石
を
か
い
て
、
石
の
後
方
よ
り
魚
尾
竹

を
の
び
の
び
と
描
き
ま
す
。
石
は

を
入
れ
て
淡
墨
で
ぬ
り
、
最
後
に

点
苔
を
う
ち
ま
す
。
墨
色
に
気
を
付
け
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
い
て
下
さ
い
。

讃
は
「
蘭
竹
争
娟
」
―
蘭
竹
娟
を
争
う
―
で
す
。

参
考
手
本
　
大
久
保
楓
紅
画

─
蘭
・
竹
・
石
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
二
七
）�

大お
お

久く

保ぼ

　
楓ふ
う

　
紅こ
う

※
横
三
五
セ
ン
チ
、
縦
二
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙
紙
半

切
五
分
の
一
）
の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

十
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
52
頁
参
照

07南画規定_23_10.indd   707南画規定_23_10.indd   7 2023/08/25   12:48:592023/08/25   12:48:59



8

龍
門
・
魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記
は
北
魏
龍
門
造
像

記
中
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
楷
書
の
一
つ
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

中
国
に
お
け
る
石
窟
造
営
は
お
お
よ
そ
四
世
紀
に

始
ま
り
、
北
魏
を
経
て
随
唐
に
い
た
る
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
龍
門
石
窟
は
洛
陽
の
南
郊
の

伊
水
を
挾
み
東
西
両
岸
に
大
小
多
数
の
石
窟
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
古
い
窟
と
い
わ
れ
て
い
る

古
陽
洞
の
中
に
魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記
が
あ
る
。

龍
門
石
窟
内
の
造
像
記
は
三
六
〇
〇
余
種
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
北
魏
の
紀
年
の
あ
る
も

の
は
約
二
千
余
件
あ
る
と
い
う
。

今
回
課
題
の
造
像
記
は
、
鉅
鹿
の
魏
霊
蔵
と
河
東

の
薛
法
紹
の
造
像
記
で
あ
る
。
二
人
は
官
位
の
低
い

地
方
官
で
あ
っ
て
史
書
に
は
見
え
な
い
。
陸
渾
県
は

龍
門
か
ら
伊
水
を
五
十
キ
ロ
ば
か
り
遡
っ
た
と
こ
ろ

今
の
嵩
県
の
す
こ
し
下
流
に
あ
る
。

こ
れ
ら
造
像
記
の
書
は
清
の
乾
隆
以
後
、
書
と
し

て
の
面
白
さ
が
謳
わ
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

私
は
こ
の
石
に
刻
し
た
力
強
い
文
字
に
魅
力
を
感

じ
て
長
年
臨
書
を
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
本
碑
に
お

い
て
は
、
方
筆
で
激
し
い
用
筆
、
鋭
角
的
な
形
、
右

肩
上
が
り
の
強
い
構
成
等
に
注
目
し
、
豪
快
な
運
筆

に
留
意
し
て
臨
書
致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
力
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

魏ぎ

霊れ
い

蔵ぞ
う

薛せ
っ

法ぽ
う

紹し
ょ
う

造ぞ
う

像ぞ
う

記き�

―
龍り

ゅ
う

門も
ん

二に

十じ
っ

品ぽ
ん

―

　
鈴
　
木
　
青
　
雨
　
臨
　
　
半
切
参
考
手
本
（
上
位
〜
六
位
）

近こ
ん

藤ど
う

香こ
う

照し
ょ
う

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
〜
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
53
頁
参
照

鈴す
ず

　
木き

　
青せ

い

　
雨う

十
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_23_10.indd   808漢字臨書規定_23_10.indd   8 2023/08/25   12:49:222023/08/25   12:49:22
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極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
③
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

川か
わ

井い

眞ま

由ゆ

美み

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

こ
ひ
し
く
は者　

み美

て
も无

し
の
ば
む　

も无

み美

ぢ
ば
を

こ
ひ
し
く
は者

　
み美

て
も无

し
の
ば
む
　
も无

み美

ぢ
ば
を
　
ふ
き支

な那

ち
ら
し
そ
　
や
ま
お於

ろ
し
の
か可

ぜ世

今
月
は
秋
歌
で
、
恋
し
い
時
に
は
紅
葉
の
盛
り
の
頃
を
思
い
出
に
し
よ
う
、
木
を
離
れ
散
り
敷
い
た
紅
葉
々
を
吹
き
散
ら
し
て
く
れ
る
な
、
山
お
ろ
し
の
風
よ
、
と
。
す

べ
て
仮
名
表
記
の
三
十
二
文
字
が
趣
深
く
書
か
れ
て
い
て
、
筆
者
の
力
量
を
強
く
感
じ
る
一
首
で
す
。
鋒
先
を
利
か
せ
て
じ
っ
く
り
と
書
き
進
め
、
三
句
目
と
四
句
目
の
半

ば
で
墨
継
ぎ
を
し
て
強
め
の
運
筆
。
終
句
は
ゆ
っ
く
り
と
渇
筆
気
味
に
。
墨
量
の
変
化
の
妙
が
際
立
ち
ま
す
。
や4

に
ま4

を
添
わ
せ
効
果
的
で
す
。
四
箇
所
あ
る
し4

の
違
い
を

的
確
に
捉
え
て
く
だ
さ
い
。
十
分
目
習
い
を
し
て
か
ら
臨
し
ま
し
ょ
う
。�

（
星
野
静
代
）

十
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　

高
野
切
第
二
種　

 

─
十
─　
　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

53
頁
参
照

09かな臨書規定_23_10.indd   909かな臨書規定_23_10.indd   9 2023/08/25   12:49:452023/08/25   12:49:45
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10月 5日締切 日　本　文

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ
　
参
考
手
本
　
小こ

林ば
や
し

尗し
ゅ
く

瑛え
い

書

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　
丸ま

る

川か
わ

瑞み
ず

江え

書

橋
見
え
て
　
暮
れ
か
か
る
な
り
　

秋
の
空

�

（
小
林
一
茶
）

武
蔵
野
は
　
落
葉
の
聲
に
　
明
け
暮
れ
ぬ
　
雲
を
帯
び
た
る
　
日
は
そ
ら
を
行
く

�

（
若
山
牧
水
）

漢
字
と
仮
名
の
調
和
。

余
白
を
生
か
し
、
散
ら
し

の
構
成
を
意
識
し
ま
し
た
。

次
号
課
題

　（
予
告
）

　
52
頁
参
照
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

今
月
の
課
題
は
「
切
磋
琢
磨
」
で

し
た
。

　

説
文
解
字
成
立
以
降
に
派
生
し
て

で
き
た
文
字
を
「
後
起
字
」
と
い
い
、

小
篆
の
形
が
あ
り
ま
せ
ん
。
後
起
字

は
派
生
元
の
小
篆
（
本
字
）
を
用
い

る
の
が
篆
刻
に
お
け
る
一
種
の
作
法

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
印
文
で
は
磋
、
磨
が
後
起

字
で
、
本
字
は
瑳
、
䃺
に
な
り
ま
す
。

磨
字
は
漢
印
に
見
え
ま
す
の
で
使
え

ま
す
が
、
磋
字
は
古
代
に
用
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
気
の
利
い
た
字
書
な
ら

「
磋
は
本
、
瑳
に
作
る
」
等
と
書
い
て

い
ま
す
が
、
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

字
書
に
な
い
文
字
を
偏
旁
を
組
み

合
わ
せ
て
篆
書
化
す
る
こ
と
は
、
固

有
名
詞
を
除
き
伝
統
的
な
手
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
れ
ば
本
字

を
用
い
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
本
字
の
調
査
は
、『
小
篆
疑
難
字
辞

典
』（
上
海
書
画
出
版
社
）、『
作
篆
通

仮
校
補
』（
西
泠
印
社
）
の
い
ず
れ
か

が
あ
れ
ば
便
利
で
す
。

規
定 

〇
蘭
陽
さ
ん
、
刀
が
生
き
て
い
ま
す
。

瑳
字
の
差
横
画
は
覆
勢
に
せ
ず
、

水
平
に
切
っ
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

〇
流
芳
さ
ん
、
漢
銅
印
に
倣
っ
た
見

事
な
作
品
で
す
。
刻
が
深
く
落
ち

着
き
が
あ
り
ま
す
。

〇
旭
霜
さ
ん
、
雅
味
あ
る
作
品
に
な

り
ま
し
た
。
線
の
古
色
、
瑳
字
玉

偏
の
厚
み
も
効
果
的
で
す
。

〇
清
苑
さ
ん
、
努
力
の
跡
が
見
ら
れ

ま
す
。
切
字
の
空
間
処
理
も
う
ま

く
行
き
ま
し
た
。
も
し
印
刀
が
進

み
に
く
い
と
感
じ
た
ら
、
線
に
対

し
て
刀
の
刃
を
四
十
五
度
ほ
ど
開

く
と
楽
に
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

随
意 

　

摹
刻
課
題
は
「
後
將
軍
假
司
馬
」

で
し
た
。

〇
旭
霜
さ
ん
、
見
事
な
摹
刻
で
す
。

も
う
少
し
転
折
の
角
が
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

益ま
す　

滿み
つ　

丁て
い　

盦あ
ん

（
二
四
七
）

十
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
看
風
使
帆
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○�

54
・
55
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

看
風
使
帆
（
風
を
看
て
帆
を
使
う
）
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
、
自
在
に
対
応
す
る
こ
と
。

二
宮
　
清
苑
　

菅
波
　
旭
霜
　

十
一
月
五
日
締
切
規
定
予
告

�　
　
「
天
行
健
」

規
定
参
考　

 

益
滿
丁
盦
作

柴
　
　
蘭
陽
　

堀
　
　
流
芳
　

菅
波
　
旭
霜
　

 

摹
刻
参
考

大
醫
丞
印
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